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ここでいい、ここがいい！ 小川村

  今月の主な内容
●年頭のご挨拶…2

●12月定例議会…3

●元気づくり支援金事業募集…8

2022年(令和4年)  

vol.347
月号  

小川村成人式

1月3日㈪、小川村公民館で成人式が行われま

した。今年の新成人は27名、当日は22名が出席

し、村長、議長をはじめ多くの祝福のもと、人

生の新たな門出を迎えました。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。村
民

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
今
な
お
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を
切
り
離

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
の
感
染
者
数

の
状
況
は
、
昨
年
8
月
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
思

い
の
ほ
か
早
い
収
束
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
変
異
株
な
ど
今
後
も
不
安
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
感
染
予
防
に
努
め

つ
つ
、
従
来
の
日
常
生
活
や
経
済
活
動
を
取
り
戻

す
こ
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
既
に
県
内
各
地
域
で
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
る
計
画
が
あ
り
ま
す
し
、
村
内

で
も
既
に
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
地
域
も
あ

り
ま
す
。

　

迎
え
た
新
年
は
、
こ
こ
2
ヶ
年
の
重
い
空
気

を
払
拭
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様
に
も
ご

理
解
を
頂
き
僅
か
な
が
ら
出
来
る
こ
と
か
ら
日

常
を
取
り
戻
す
取
組
も
進
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

昨
年
7
月
、
長
野
市
小
松
原
地
籍
の
地
滑
り

に
よ
り
、
国
道
19
号
線
は
今
な
お
片
側
交
互
通

年
頭
の
ご
挨
拶小川村長

染 野 　 隆 嗣

行
の
規
制
が
敷
か
れ
、
近
隣
地
域
、
県
内
外
に

大
変
な
影
響
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
長
野
国
道
事
務
所
よ
り
連
絡
が
あ

り
、
対
策
工
事
に
一
定
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
2
月
上
旬
に
は
交
互
通
行
が
全
面
開
放

と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
の
日
時
に
つ
い
て
は
1
月
末
に
安
全
性

を
評
価
し
た
後
に
公
表
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
村
民
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
不
便
な
状

況
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
胸
の
つ
か
え
が

取
れ
た
思
い
で
あ
り
ま
す
。　

　

8
月
の
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
停
滞
前
線

の
影
響
に
よ
り
県
内
各
地
に
大
き
な
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。村
内
で
は
、
倒
木
の
ほ
か
数
カ
所
で

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
大
規
模
な
災
害
と
は

な
ら
ず
に
、
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
も
、
神
楽
岡（
12
号
線
）、
下
北
尾（
9
号

線
）に
通
行
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
状
況
で
、
地

域
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

い
ま
す
。早
急
に
、
災
害
復
旧
工
事
が
竣
工
と
な

り
ま
す
よ
う
鋭
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

国
保
直
営
診
療
所
に
常
駐
さ
れ
る
医
師
が
、

昨
年
7
月
よ
り
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
診
療
所
長
を
お
務
め
い
た
だ
い
て
い

ま
す
、
小
林
先
生（
小
林
病
院
）を
は
じ
め
、
篠

ノ
井
総
合
病
院
、
新
町
病
院
等
10
名
の
先
生
方

に
よ
り
診
療
に
あ
た
っ
て
頂
い
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
先
生
方
に
は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

村
民
皆
様
に
は
、
ご
心
配
を
い
た
だ
き
ご
不

便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、
出
来
る
限
り
早
い

段
階
で
、
本
村
に
居
住
し
て
頂
け
る
常
駐
の
先

生
が
配
置
で
き
る
よ
う
対
処
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
村
道
16
号
線（
大
久
保

橋
～
表
立
屋
）の
道
路
改
良
が
今
年
度
か
ら
県
代

行
事
業
に
よ
り
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。事
業
内
容
は
、
大
久
保
橋
の
架
け
替
え
と
延

長
2
㎞
の
道
路
拡
幅
工
事
で
あ
り
ま
す
。

　

16
号
線
は
、
美
会
、
裏
立
屋
、
表
立
屋
の
3

地
区
に
ま
た
が
る
幹
線
道
路
で
、
村
で
も
小
川

ア
ル
プ
ス
ラ
イ
ン
と
位
置
付
け
る
観
光
道
路
の
一

部
で
も
あ
り
、
特
に
桜
の
季
節
に
は
県
内
外
か

ら
の
来
訪
者
も
多
く
道
路
整
備
は
従
来
か
ら
の

課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。県
代
行
事
業
は
、「
県
過

疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」の
な
か
、
市
町
村
道

の
整
備
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

度
か
ら
5
ヶ
年
を
目
途
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。事
業
実
施
に
あ
た
り
、
地
元
地
域

の
皆
様
、
地
権
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
自
体
が
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少

社
会
に
転
じ
ま
し
た
が
、
本
村
に
と
り
ま
し
て

人
口
減
少
、
少
子
化
対
策
は
欠
く
こ
と
の
出
来

な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

新
過
疎
法
に
基
づ
く
、「
小
川
村
過
疎
地
域　

持
続
的
発
展
計
画
」を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
村

民
の
方
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
地
域
の
自
立
促
進
に
向
け
た

基
本
的
な
方
針
や
、
施
策
、
実
施
事
業
を
定
め

た
も
の
で
、
昨
年
の
9
月
議
会
に
提
出
し
、
議

決
を
頂
き
ま
し
た
。

　

過
疎
対
策
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々

な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら

の
移
住
定
住
の
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、
残
念
な
が

ら
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

　

人
口
の
自
然
減
は
、
あ
る
意
味
仕
方
の
な
い

事
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
増
に
向
け
た
取
り
組

み
は
不
可
欠
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
若
い
世
代
の
定

住
を
目
的
に
し
た
村
営
住
宅
や
宅
地
分
譲
に
も

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
空
き
家
対
策
の
効
果
も
含
め
、
Ⅰ
タ

ー
ン
の
方
が
永
住
の
地
と
決
め
分
譲
地
に
住
宅

を
建
築
さ
れ
た
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
に
よ
り　

Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た
方
な
ど
人
口
減
少
と
は
逆
に
世

帯
数
は
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
増
加
と
な
り
ま

し
た
。今
年
も
引
き
続
き
人
口
増
に
向
け
た
、
情

報
発
信
を
は
じ
め
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。　

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、

各
地
域
と
も
に
生
活
環
境
の
維
持
、
道
路
沿
線

の
草
刈
は
も
と
よ
り
各
事
業
実
施
に
際
し
ま
し

て
も
何
か
に
付
け
て
苦
慮
さ
れ
て
い
る
状
況
で

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
、
支
援
も
重
要
な
施
策
で
あ

り
、
村
と
し
て
も
一
層
の
支
援
策
拡
充
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

「
こ
こ
に
住
ま
う
私
達
が
良
い
と
こ
ろ
と
思
い
」、

「
訪
れ
る
人
が
住
み
た
く
な
る
小
川
村
」を
念
頭

に
、
本
村
の
自
然
景
観
、
文
化
を
次
世
代
に
継

承
す
べ
く
取
組
み
を
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に

積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
が
、
村
民
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸

多
き
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



3 2022.1　広報おがわ　

　
　

◇
専
決
処
分
事
項
◇

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
１
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

31
億
２
，
０
７
０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
小
川
村
宿
泊
応
援
割
事
業  

３
０
０
万
円

•
観
光
消
費
促
進
事
業
補
助
金　１

０
０
万
円

◇
条
例
案
◇

■
小
川
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
小
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

◇
事
件
案
◇

■
小
川
村
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

•
「
小
川
村
星
と
緑
の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
管
理

宿
泊
交
流
施
設
」
の
指
定
管
理
者
に
大

町
市
の
株
式
会
社
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
・
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
指
定
す
る
も
の

◇
令
和
3
年
度
補
正
予
算
◇

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
，
０
３
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
31
億
９
，
１
０
９
万
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
村
債
繰
上
償
還
元
金 

４
，
３
７
０
万
円

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　

 

１
，
０
０
６
万
円

•
移
住
・
定
住
対
策
事
業　

１
６
０
万
円

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
，
２
７
５
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
32
億
３
８
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
が
２
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
案
１
件
、
条
例
案
２
件
、
事
件
案
１
件
、

補
正
予
算
案
４
件
の
全
８
件
が
提
案
さ
れ
、
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議
決
事
項

は
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
議
会

小
川
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会

「
優
良
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
表
彰
」
を
受
賞

　

小
川
村
民
生
児

童
委
員
協
議
会
が

日
頃
の
訪
問
活
動

等
を
評
価
さ
れ
、

全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
川
村
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

を
受
賞

　

長
年
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
食
生
活

改
善
の
た
め
に
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
、

そ
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
度
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。　

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
愛
称
：
食

改
さ
ん
）
と
は
、「
私
た
ち
の
健
康
は
私

た
ち
の
手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を

通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
世
話
役
・
案
内
役

と
し
て
、
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
団
体
で
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
の
輪

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
事
業

１
，
２
７
５
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
保
険
給
費
等
交
付
金
償
還
金２

５
９
万
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

•
施
設
修
繕
工
事
等　
　
　

  

２
２
０
万
円
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★
入
選　

愛
知
県
春
日
井
市　
　

　
　
　
　
　
　
　

   
深
見
亜
津
子 

様

　

昼
下
が
り　

雲
わ
く
彼
方　

双
耳
峰

〇
佳
作　

松
本
市　

船
坂　

光
弘 
様

初
夏
の
雲 

北
ア
ル
プ
ス
の 

か
く
れ
ん
ぼ

〇
佳
作　

麻
績
村　

金
井
塚
貴
子 

様

　

き
り
や
も
や　

と
れ
て
こ
こ
ろ
も　

　

晴
れ
ば
れ
に

〇
佳
作　

長
野
市　

小
林　

栄
子 

様

く
ね
く
ね
の 

山
道
を
な
お
行
き
行
き
て

　

お
や
き
食
い
た
や　

ハ
ン
ド
ル
握
る

〇
佳
作　

奈
良
県
三
郷
町

　
　
　
　
　
　

      

中
村　

久
子 

様

　

娘
の
嫁
じ 

故ふ
る
さ
と郷

離
れ
二
十
年

　

夫
逝
き
し
後　

二
人
で
歩
く

第
12
回
あ
る
ぷ
す
短
歌

           

・
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

「
は
た
ち
の
献
血
」

　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

１
月
１
日
～
２
月
28
日
「
は
た
ち
の
献

血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

新
た
に
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、

若
い
世
代
の
み
な
さ
ん
、
献
血
に
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

血
液
は
、
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き

ず
、
長
い
間
保
存
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
献
血
に
よ
る
血
液

が
必
要
で
す
。
献
血
バ
ス
、
県
内
３
カ
所

（
長
野
・
松
本
・
諏
訪
）
の
献
血
ル
ー
ム

で
献
血
が
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ

　

長
野
県
健
康
福
祉
部
薬
事
管
理
課

　

☎
２
３
５―

７
１
５
７

　
　

献
血
に
関
す
る

　
　

情
報
は

　
　

こ
ち
ら
か
ら

　

里
親
カ
フ
ェ

　

長
野
県
里
親
支
援
専
門
相
談
員 

北
信

地
区
連
絡
会
で
は
「
里
親
に
な
り
た
い
」

「
制
度
を
知
り
た
い
」
と
思
う
方
を
対
象

に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
個
別
相
談
も
で

き
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し
込

み
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

２
月
27
日
㈰

◆
場　

所　

千
曲
市
役
所

◆
申
込
み　

松
代
福
祉
寮

　
　
　
　
　

☎
２
７
８―

２
５
５
６

　　

ま
た
、
長
野
県
里
親
支
援
専
門
相
談
員

北
信
地
区
連
絡
会
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン

ネ
ル
で
は
「
里
親
制
度
」
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

長
野
県
里
親
支
援
専
門

相
談
員
北
信
地
区
連
絡
会

Y
ouT

ube
チ
ャ
ン
ネ
ル
は

こ
ち
ら
か
ら　

全
国
一
斉
生
活
保
護
相
談
会

◆
日　

時　

１
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
電
話
番
号

　
　

☎
０
１
２
０―

０
５
２―

０
８
８

◆
相
談
例　

•
ど
こ
に
行
っ
た
ら
生
活
保
護
の
申
請
は

で
き
る
の
？

•
借
金
を
抱
え
た
ま
ま
生
活
保
護
は
受
け

ら
れ
る
の
？

◆
問
合
せ　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
２―

７
４
９
２

 

予
備
自
衛
官
補
募
集

◆
応
募
資
格　

一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満

技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を

　
　
　

有
す
る
者

　
　
　

保
有
す
る
資
格
等
に
応
じ
53
歳
～

　
　
　

55
歳
未
満
の
者

◆
受　

付　

１
月
６
日
㈭

　
　
　
　
　
　

～
４
月
８
日
㈮

◆
試
験
日　

４
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　
　

～
４
月
17
日
㈰

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２
３
5―

６
０
２
６



【確定申告のお知らせ】
どなたでもご利用になれます。

会場は、ビックハット隣
「長野市若里市民文化ホール」

2/  1 ㈫～ 2/15 ㈫　還付の方
2/16 ㈬～ 3/15 ㈫　全ての方

【受付】午前 9 時～午後 4 時まで

≪確定申告のお問合せ≫
国税庁ホームページ

「確定申告特集」コーナー
http://www.nta.go.jp

　　　　　確定申告　　検索

≪書類作成操作のお問合せ≫

e-Tax・作成コーナーヘルプ
 ☎ 0570-01-5901
【受付】月〜金曜日

◆土・日・祝日は除きますが、2/20 と 2/27 の日曜日
は開設します。

※新型コロナウイルス感染症対策の一環として、本年
は、還付申告の方の申告相談を 2/1 ㈫～ 2/15 ㈫の
間も受付します。

※確定申告会場では、混雑緩和のため、「整理券」を
配布します。なお、整理券の配布状況に応じて後日
の来場をお願いすることもあります。

※確定申告会場に来場される際は、マスクを着用して
いただき、最小人数でお越しください。

※入場の際に検温を実施しています。咳・発熱等の症
状のある方は入場をお断りしております。

◆確定申告には、ご自宅からパソコン・スマホでご利
用いただける e-Tax・スマホ申告が便利です。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」
を利用すれば、多くの方が訪れる確定申告会場に出向
かなくても、マイナンバーカード対応のスマホを利用
して、スマホ申告することができます。
　便利なスマホ申告では、年末調整済で医療費控除
やふるさと納税などの寄付金控除の申告をする方のほ
か、年末調整が済んでいない方、2 か所以上の給与所
得がある方、年金収入や副業等の雑所得がある方など、
多くの方が「スマホ専用画面」をご利用いただけます。
　スマホ専用画面は、スマホやタブレットでも画面が
見やすく、操作しやすくなっていますので、次の確定
申告では、感染予防の観点からも、ぜひご自宅からス
マホ申告をご利用ください。
　なお、税務署で発行を受けた ID・パスワードをお
持ちの方は、スマホ専用画面で申告書を作成する際に、
申告に必要な情報と併せて ID とパスワードを入力す
るだけで、スマホ申告することができます。ID・パス
ワードの発行を受けている方は、本年の確定申告は、
ぜひスマホ申告をご利用ください。
　また、ID・パスワードをお持ちでない方は、長野税
務署で発行しておりますので、確定申告に向けて事前
取得をお願いします。

自宅でできます。
とっても簡単、便利です！！

お問合せは
　小川村役場　会計税務係　  269-2323
　長野税務署　　　　　　　  234-0111
　長野地方事務所　税務課　  235-7047

若里市民文化ホール

申告会場

☜
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◆
国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
公
的
年
金
制
度
は
、
老
後
や
障

害
を
負
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い
る
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。
若
い
と
き
に
公
的
年

金
制
度
に
加
入
し
て
、
保
険
料
を
納
め
続

け
る
こ
と
で
、
老
後
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
20
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
へ
】

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
、
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
が
届
き
ま
す
（
厚
生

年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
き
ま

す
）。
あ
わ
せ
て
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
同
封
さ
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
中
身
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
】

　

保
険
料
は
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
の
ほ
か
、
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
付
も
可
能
で
す
。
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
、
保
険

料
の
学
生
納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
未
納
の
ま
ま
放
置
せ

ず
、
必
ず
こ
れ
ら
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
前
納
・
早
割
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
】

　

保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
の
前
納
・

早
割
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ

れ
ま
す
。

国
民
年
金
だ
よ
り

　

第
１
号
被
保
険
者
が
出
産
を
さ
れ
た
場

合
、
産
前
産
後
の
国
民
年
金
保
険
料
が
一

定
期
間
免
除
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
さ

れ
た
期
間
も
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と

し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
※
届
出
を
し
な
い
と
免
除
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
、
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月
間
（
多
胎
妊
娠
の

場
合
は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
最
大
６
か
月
間
）

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
申
出
書
（
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
住
民
係
ま
た
は
年
金
事
務
所

窓
口
に
も
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

•
個
人
番
号
が
分
か
る
書
類
及
び
本
人
確

認
書
類

•
母
子
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
が
分
か
る

書
類

　

口
座
振
替
で
の
納
付
・
早
割
の
お
申
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
「
口
座
振
替
申
出

書
」（
役
場
住
民
係
・
年
金
事
務
所
窓
口
・

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金

融
機
関
の
届
出
印
）
し
、
住
民
係
ま
た
は

年
金
事
務
所
や
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
①
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
書
類
及
び
本
人
確
認
書
類
、
②
預
金

通
帳
、
③
金
融
機
関
の
届
出
印
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
※
お
申
込
み
前
に
提
出
期
限

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
早
割
に
つ

い
て
は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

産前産後期間の
保険料免除

について

毎月の割引額の比較（令和 3 年度の場合）

割　引　額
備　　考

口座振替 現金納付
通常の納付（翌月
末振替・納付） 0 円 0 円

早割（当月末振替） 50 円 ― 口座振替のみで現金納
付にはありません

6 ヵ月前納 1,130 円 810 円 口座振替は現金納付よ
り 320 円お得

1 年前納 4,180 円 3,540 円 口座振替は現金納付よ
り 640 円お得

2 年前納 15,850 円 14,590 円 口座振替は現金納付よ
り 1,260 円お得

詳しくは長野南年金事務所へお問い合わせください。
 （☎ 026 ― 227 ― 1284）

口座振替申込期限一覧

前納種類 前納期間 提出期限 口座振替日

6 ヵ月
4 月〜 9 月 2 月末 4 月末

10 月〜翌年 3 月 8 月末 10 月末

1 年 4 月〜翌年 3 月 2 月末 4 月末

2 年 4 月〜翌々年 3 月 2 月末 4 月末
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消費生活相談等の広域的対応について
　村では、長野地域連携中枢都市圏連携協約に基づき「消費生活相談等の広域的対応」について長野市
と協定を締結しています。
　この協定により村民の方も、「長野市消費生活センター」をご利用いただけます。
　長野市消費生活センターでは、専門の相談員が、悪質商法の被害や契約トラブル、多重債務などの相
談に応じ、問題解決のためのアドバイス、専門機関の紹介及び事業者との仲介（あっせん）などを行い
ます。（個人相談のみで事業者からの相談には応じられません）

　◆ところ　長野市消費生活センター　市民相談室（長野市新田町もんぜんぷら座４階）
　◆電　話　224-5777
　◆長野市ホームページ　https ://www.city.nagano.nagano.jp/soshiki/shouhi/

※祝休日、お盆、年末年始は相談業務を行いません。

相　　　　談 日　　　　　時
定　員

（先着順）
申　し　込　み

　

法律相談

（弁護士）

毎週火曜日 13：30 〜 15：30

（一人 20 分間）
10 人 相談日の前日（前

日が祝休日の場合
は当日）8：30 から
消費生活センター

（224-5777）へ。
相談時間の指定はで
きませんので、ご協
力をお願いします。

毎月第２･ ４水曜日

公証相談

（公証人）

毎月第１木曜日 13：00 〜 16：00

（一人 20 分間）
 8 人

毎月第３水曜日

登記相談

（司法書士）
毎月第３木曜日

13：00 〜 16：00

（一人 30 分間）
12 人

税務相談（税 理 士） 毎月第２･ ４木曜日 13：00 〜 16：00 ― 予約不要。当日の
受け付けは 15：30
までです。手続相談（行政書士） 毎月第１水曜日 13：00 〜 16：00 ―

【
予
約
制
】

架
空
料
金
請
求
詐
欺    

(

サ
ポ
ー
ト
詐
欺)に

注
意

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
閲
覧
中
、
突
然
、

 

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
。」

と
表
示
さ
れ
、
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
電
話
を
か
け

る
と
、

 

「
パ
ソ
コ
ン
を
元
に
戻
す
の
で
私
の
指
示
に
従
い
操

作
し
て
く
だ
さ
い
。」

 

「
修
理
す
る
た
め
に
お
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。」

な
ど
と
言
わ
れ
、
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入
を
迫
ら
れ
、

被
害
に
遭
う
手
口
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

警
告
画
面
が
出
て
も
、
あ
わ
て
ず
、
詐
欺
を
疑
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
相
手
に
は
電
話
を
か
け
ず
、
警

察
等
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。



くら 報し 情の
　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

◦
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
（
４
期
）

◦
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

普
通
徴
収
（
４
期
）

納
期
限　
１
月
31
日
㈪
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会　計
税務係

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

会　計
税務係 

　

法
律
相
談
で
は
、
土
地
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
、
相
続
登
記
、
多
重
債
務
、
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
あ
ら
ゆ
る
法
律
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま

す
。

◆
日　

時　

２
月
９
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場　

所　

役
場
１
階　

相
談
室

◆
相
談
員　

司
法
書
士　

寮　

亜
樹

行
政
相
談

総務係

令
和
４
年
度

地
域
発
元
気
づ
く
り

支
援
金
事
業
募
集

総合戦略
推進室

公
民
館
図
書
室　
《
ぶ
っ
く
る
た
ん
ぽ
ぽ
》

 【
小
説
】

 

純
喫
茶
「
一
服
堂
」
の
四
季

  

東
川　

篤
哉

 

居
酒
屋
「
一
服
亭
」
の
四
季

  

東
川　

篤
哉

 

聖
刻 

堂
場　

瞬
一

 

む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
、

　
　

や
っ
ぱ
り
死
体
が
あ
り
ま
し
た
。

  

青
柳　

碧
人

 

倒
産
続
き
の
彼
女 

新
川　

帆
立

 

君
と
歩
い
た
青
春 

小
路　

幸
也

 

硝
子
の
塔
の
殺
人 

知
念
実
希
人

 

砂
に
埋
も
れ
る
犬 

桐
野　

夏
生

【
生
活
】

 

理
系
夫
の

 　

み
る
み
る
片
付
く
！
整
理
収
納
術

  

く
ぼ
こ
ま
き

【
情
報
】

 

う
か
た
ま
vol. 
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１
月
の
新
着
本 

    　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

　

国
や
行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
村

民
の
皆
様
か
ら
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

助
言
や
改
善
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

◆
日　

時　

2
月
8
日
㈫

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

◆
場　

所　

役
場
１
階　

相
談
室

◆
相
談
委
員　

　

行
政
相
談
委
員　

三
水　

弘
好

　
「
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
は
、
市

町
村
や
公
共
的
活
動
を
お
こ
な
う
団
体
が

実
施
す
る
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
事
業

に
対
し
助
成
を
す
る
も
の
で
す
。
積
極
的

な
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
類
等
提
出
期
間

　

１
月
４
日
㈫
～
２
月
１
日
㈫
ま
で

（
※
県
全
域
重
点
テ
ー
マ
に
該
当
す
る
も
の

は
、
３
月
１
日
㈪
ま
で
）

◆
提
出
先　

総
合
戦
略
推
進
室

◆
問
合
せ

　
　

総
合
戦
略
推
進
室　

ま
た
は
、

　
　

長
野
地
域
振
興
局
企
画
振
興
課

　
　

☎
２
３
４―

９
５
０
１

　

蜜
蜂
の
飼
育
を
行
う
方
は
、
養
蜂
振
興

法
第
3
条
第
1
項
の
規
定
に
も
と
づ
く「
蜜

蜂
飼
育
届
」
を
毎
年
1
月
末
ま
で
に
長
野

地
域
振
興
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
育
場
所
の
地
番
が
わ
か
ら
な
い
場
合

は
、
飼
育
場
所
を
示
し
た
地
図
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

飼
育
届
記
載
事
項
（
飼
育
場
所
、
群
数
、

期
間
等
）
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
変

更
届
を
、
変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
ヶ
月
以

内
に
長
野
地
域
振
興
局
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

飼
育
届
様
式
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
長
野

地
域
振
興
局
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
３
４―

９
５
１
４
）
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

蜜
蜂
飼
育
届
に
つ
い
て

産業係



 

　
 　　

村の人口　　（令和 4 年 1 月 1日現在  前月比）

 人　口 2,357 人 − 4

 男 1,167 人 ＋ 1

 女 1,190 人 − 5

 世帯数 1,044 戸 ± 0

◆お誕生おめでとう
　 氏　名　　　 　　　月 日　　　  
守
もり

屋
や

　　朔
さく

　　（男）　   11/24　　
　　　     保護者　　　地　区
　　    友貴・美奈子　鶴牧田団地

◆ご冥福をお祈りします
 　氏　　名 月　日 地　区
 伊藤　友夫　  11/24 上　野
 青木　清子　  11/28 大久保
 鎌倉　　勝　  11/28 美　会　　

9 2022.1　広報おがわ　

くら 報し 情の

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川／（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／
（小）小学校／（中）中学校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プラネタリウム館／（バ）
バスティ高府

月日 曜日 行　　　　　　　事

1.15 土

16 日

17 月

18 火

19 水 空き家活用相談（役）

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月 こころの相談室（保）

 25 火

26 水

27 木 乳幼児健診（保）

28 金 教育相談（ふ）
定例教育委員会（役）

29 土

30 日

 31 月

2.  1 火

2 水

3 木

4 金

 5 土

  6 日

7 月

8 火 行政相談（役）

9 水 法律相談（役）

10 木

11 金 《建国記念の日》

12 土

◆小林淳生（小林病院院長） ◆細川康雄（新町病院）
◆小林和生（小林病院副院長） ◆山川淳一（篠ノ井総合病院）
◆重松泰介（整形外科） ◆小林由紀（糖尿病内科）
◆本郷　実（新町病院院長） ◆桐原健彦（小島病院）
◆宮尾陽一（内科）　 ◆安里龍一（内科）　　　　　　（敬称略）

診療所　診療担当医表（1/12 〜 2/12）

月 火 水 木 金 土

　　 1/12 13 14 15

 8:30~11:15 内科
小林淳生

内科
桐原健彦

内科
山川淳一 内科

宮尾陽一14:00~16:00

17 18 19 20 21 22

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀

整形外科
重松泰介

内科
小林和生

14:00~16:00 休　診
14:30 ～ 16:30

内科
安里龍一

内科
山川淳一

24 25 26 27 28 29

 8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介

内科
小林淳生

内科
桐原健彦

内科
山川淳一

14:00~16:00 　

31 2/1 2 3 4 5

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介

内科
小林和生 　

14:00~16:00
14:30 ～ 16:30

内科
安里龍一

内科
山川淳一

7 8 9 10 11 12

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介

内科
小林淳生

内科
桐原健彦 休　診

14:00~16:00

（敬称略）
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広
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お
が
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」

は
、

地
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環
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保
護

の
た

め
大

豆
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
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　12 月 20 日㈪、にこにこ保育園で、「ながの
果物語り」事業が行われました。
　これは長野農業農村支援センターが県の特
産物である果物のPRや食育を目的として開催
するもので、「アルクマ」や「旬ちゃん」、「おやキ
ング」が保育園に登場し会場を盛り上げました。
　園児たちは果物クイズに挑戦したり、おやつ
の時間に小川村のリンゴを使った豆乳プリンを
味わうことで、長野県の果物文化に触れる貴
重な体験となりました。

 

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
情
報

◆
小
川
村
の

　

児
童
生
徒
作
品
展

▼
展
示
期
間

　

1
月
6
日
㈭
～
1
月
30
日
㈰

　

入
場
無
料
・
火
曜
日
休
館

　

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川
で
は
、
小
川
村

の
児
童
生
徒
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

絵
画
や
立
体
作
品
を
約
１
５
０
点
展

示
し
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　12 月 18 日㈯、小川中学校で、小・中学校合同の
バレーボール教室が行われました。この行事は、小
学生がバレーボールの楽しさを知ることや、心身の
健全な成長や小学生と中学生の交流を目的としたも
のです。小学校からは 10 人ほどが参加し、中学校
バレーボール部の指導のもと、サーブやレシーブの
練習に励みました。
　初めてバレーボールに触れる子ども達もいる中で、
小・中学生が楽しみながら交流を深めることができ
ました。

ながの果物語り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　12 月 21 日㈫、にこにこ保育園でもちつき会が
行われました。
 「よいしょ！よいしょ！よいしょ〜 !!」の掛け
声を寒空に響かせながら、年長児のきりん組さ
んがお餅をつきました。つきたてのお餅はとて
も柔らかく、鏡餅を作る時にもその感触を楽し
みながら、小さな手で一生懸命丸めていました。
みんなで作った鏡餅はクラスごとに飾りました。

もちつき会


